
つ
な
が
る
よ
う
、
丁
寧
な
対
応
に
努
め

た
い
。
ま
た
、
後
遺
症
で
お
困
り
の
方
々

の
調
査
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
手
法
で

調
査
が
で
き
る
の
か
な
ど
、
検
討
し
た
い
。

○
ガ
ス
事
業
民
営
化
に
向
け
努
力
を
。

○
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
は
大
丈
夫
か
。

○
東
京
五
輪
の
総
括
と
今
後
の
施
策
。

○
夏
祭
り
等
地
域
行
事
復
活
に
支
援
を
。

○
来
年
こ
そ
は
仙
台
七
夕
を
希
望
に
満
ち

た
未
来
を
描
け
る
い
つ
も
の
お
祭
り
に
。

　
　
　

　
　
　
こ
の
件
は
知
事
選
の
争
点
に
は
な

じ
ま
な
い
。
山
本
壮
一
郎
元
知
事
が
、
市

町
村
と
県
の
関
係
に
つ
い
て
、
住
民
が
暮

ら
す
市
町
村
を
良
く
す
る
た
め
に
後
方
支

援
を
す
る
の
が
県
の
役
割
と
述
べ
て
い
た

こ
と
を
思
い
出
す
。
市
長
に
は
、
ま
ず
知

事
と
話
し
合
い
、
適
切
な
医
療
体
制
の
確

保
に
向
け
強
い
決
意
で
臨
む
よ
う
求
め
る
。

　
　
　

再
編
協
議
に
関
わ
る
東
北
労
災

病
院
と
仙
台
赤
十
字
病
院
は
、
本
市
の

救
急
医
療
や
周
産
期
医
療
等
の
医
療
提

供
体
制
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
お
り
、
協
議
結
果
は
仙
台
市
民
へ
の

影
響
が
大
き
い
。
地
域
住
民
の
命
と
健

康
を
守
り
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、

限
り
あ
る
医
療
資
源
を
ど
う
活
用
す
る
か

と
い
う
観
点
が
重
要
。
県
に
は
、
市
民
・

県
民
や
医
療
関
係
者
等
の
理
解
が
得
ら
れ

る
よ
う
、
丁
寧
な
情
報
開
示
や
意
見
交
換

を
重
ね
な
が
ら
進
め
る
こ
と
な
ど
を
求
め

て
い
く
。
併
せ
て
、
市
民
が
安
心
で
き
る

適
切
な
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
向
け
、

本
市
と
し
て
必
要
な
意
見
を
述
べ
て
い
く
。

　
　
　
後
遺
症
が
出
て
い
る
方
へ
の
フ
ォ

ロ
ー
は
急
務
。
早
急
な
対
応
を
求
め
る
。

　
　
　

療
養
を
終
え
た
方
か
ら
相
談
が

寄
せ
ら
れ
た
際
に
は
、
適
切
な
医
療
に

65
名
、
令
和
２
年
度
は
１
１
５
名
を
交
付

対
象
と
し
て
認
定
し
た
。
み
や
ぎ
結
婚
支

援
セ
ン
タ
ー
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を

通
じ
て
事
業
の
周
知
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

○
持
続
化
給
付
金
の
再
支
給

○
震
災
復
興
・
防
災
、
環
境
対
策

○
下
水
道
浸
水
対
策
、
消
防
力
の
強
化

○
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
進し
ん
ち
ょ
く捗

○
ガ
ス
事
業
民
営
化
と
病
院
統
合
問
題

○
遠
隔
診
療
促
進
の
た
め
の
支
援宮城県抗

注１

体カクテル療法センター
（宮城県より提供）

　
　
　

入
院
待
機
中
の
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
者
の
容
態
悪
化
時
に
酸
素
投
与
の
応

急
措
置
を
行
う
「
酸
素
セ
ン
タ
ー
」
の

設
置
を
進
め
る
べ
き
。

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
患
者
の
療
養
は
、

症
状
に
応
じ
て
入
院
ま
た
は
宿
泊
療
養

を
原
則
と
し
、
極
力
自
宅
療
養
を
行
わ

な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。
県
設
置
の
宿
泊

療
養
施
設
で
は
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
す

る
と
と
も
に
、
酸
素
濃
縮
器
が
配
備
さ
れ
、

患
者
の
容
態
が
悪
化
し
、
酸
素
投
与
が
必

要
な
場
合
に
は
対
応
で
き
る
体
制
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
１
施
設
で
は
、
医
師
が
常
駐
し
、

点
滴
、
投
薬
等
の
対
応
も
行
っ
て
お
り
、

酸
素
投
与
機
能
の
強
化
も
行
わ
れ
て
い
る
。

引
き
続
き
、
感
染
状
況
に
応
じ
医
療
的

機
能
も
備
え
た
宿
泊
療
養
施
設
の
確
保

な
ど
、
必
要
な
療
養
体
制
の
確
保
を
図
る
。

　
　
　

　
　
　

未
来
を
担
う
青
年
を
支
援
す
る

教
育
ロ
ー
ン
の
利
子
補
給
、
奨
学
金
返
還

支
援
事
業
の
執
行
状
況
を
問
う
。
ま
た
、

県
が
新
設
し
た
「
み
や
ぎ
結
婚
支
援
セ

ン
タ
ー
」
へ
の
市
の
関
わ
り
を
求
め
る
。

　
　
　
教
育
ロ
ー
ン
の
利
子
補
給
は
、
令

和
元
年
度
が
80
人
・
95
万
円
余
、
令
和
２

年
度
が
73
人
・
86
万
円
余
を
補
給
し
、
奨

学
金
返
還
支
援
事
業
は
、
令
和
元
年
度
は

に
く
い
が
、
民
間
の
力
の
活
用
も
含
め

ど
の
よ
う
な
方
策
が
可
能
か
検
討
し
た
い
。

     

○
中
田
保
育
所
廃
止
議
案
取
り
下
げ
を

○
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
創
設
を

○
市
ガ
ス
民
営
化
の
事
業
継
承
者
審
査
で

は
、
本
市
の
公
営
ガ
ス
事
業
の
優
位
性

が
示
さ
れ
た
。
誇
り
を
持
ち
、
安
全
安

心
・
安
定
供
給
の
一
層
の
取
り
組
み
を
。

○
水
道
民
営
化
は
再
度
市
民
説
明
会
を

○
県
に
よ
る
病
院
統
合
は
や
め
る
べ
き

市役所本庁舎１階に設置されている
新型コロナＰＣＲ検査センター

　
　
　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
を
泉
区

と
太
白
区
に
増
設
す
る
こ
と
や
、
市
が

検
査
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
で
、

希
望
す
る
人
が
気
軽
に
検
査
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
検
査
体
制
を
充
実
す
べ
き
。

　
　
　
検
査
セ
ン
タ
ー
の
増
設
は
、
利
便

性
が
向
上
す
る
一
方
で
、
場
所
の
選
定
や

整
備
等
に
課
題
が
あ
る
。
検
査
費
用
は

一
般
の
検
査
よ
り
低
く
抑
え
ら
れ
て
お

り
、
受
検
者
の
費
用
負
担
は
軽
減
さ
れ

て
い
る
も
の
と
認
識
。
引
き
続
き
、
検

査
需
要
を
見
極
め
な
が
ら
、
必
要
に
応

じ
て
検
査
セ
ン
タ
ー
の
検
査
能
力
の
拡

充
を
図
る
な
ど
の
対
応
を
検
討
し
た
い
。

　
　
　

「
仙
台
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
」

へ
の
寄
附
金
が
増
え
た
こ
と
で
浮
い
た

一
般
財
源
で
、
農
家
か
ら
米
を
買
い
上

げ
、
地
場
の
食
料
品
を
セ
ッ
ト
に
し
て
、

コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
む
学
生
や
児
童
扶
養

手
当
受
給
世
帯
等
に
届
け
る
べ
き
。

　
　
　

大
学
生
等
に
は
、
国
の
学
生
支
援

緊
急
給
付
金
や
給
付
型
奨
学
金
の
拡
充
を

含
め
た
高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度
に

よ
る
支
援
、
困
難
を
抱
え
る
子
育
て
家
庭

に
は
、
米
を
含
む
食
料
品
の
配
布
も
合
わ

せ
た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
等
も
し
て
き
た
。

提
案
の
趣
旨
を
生
か
し
た
方
策
は
想
定
し

○
市
長
の
選
挙
公
約
の
数
値
化
に
つ
い
て

○
各
種
窓
口
対
応
改
善
の
た
め
の
指
導

○
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

　

ッ
ク
が
本
市
に
与
え
た
影
響
や
遺
産

○
営
業
時
間
短
縮
等
の
協
力
要
請
に
誠
実

に
応
じ
な
い
事
業
者
へ
の
見
回
り
強
化

○
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
若
者
へ
の

　

接
種
推
進
の
た
め
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

　

サ
ー
を
活
用
し
た
情
報
発
信
を

○
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
優
先
順
位
の
見
直
し

○
ガ
ス
事
業
民
営
化
の
結
果
責
任

　
　
　

市
長
選
挙
の
投
票
率
に
対
す
る

認
識
と
改
善
策
お
よ
び
２
期
目
の
覚
悟

に
つ
い
て
、
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

　
　
　

投
票
率
の
低
さ
等
に
つ
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
禍
も
要
因
と
考
え
ら
れ
る
が
、

市
政
自
体
に
対
す
る
市
民
の
関
心
も
影

響
し
た
の
で
は
と
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。

投
票
率
の
改
善
に
は
、
有
権
者
の
意
識

啓
発
等
の
観
点
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

市
政
へ
の
理
解
を
広
げ
る
た
め
の
丁
寧

な
説
明
や
積
極
的
な
情
報
発
信
が
重
要

だ
と
捉
え
て
お
り
、
今
後
、
一
層
取
り

組
む
と
と
も
に
、
新
た
な
杜
の
都
の
実

現
に
向
け
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
重
ね
て
い
く
。

　
　
　

東
北
労
災
病
院
・
仙
台
赤
十
字

病
院
の
現
地
存
続
の
た
め
の
支
援
や
、

仮
に
移
転
と
な
っ
た
場
合
の
移
転
候
補

地
を
用
意
す
る
意
思
が
あ
る
の
か
伺
う
。

　
　
　

ま
ず
は
、
県
に
、
方
針
の
根
拠

と
な
る
情
報
の
本
市
へ
の
提
供
と
、
市

民
等
へ
の
説
明
や
意
見
交
換
の
場
を
持

つ
こ
と
を
強
く
求
め
る
。
ま
た
、
関
係

自
治
体
と
の
情
報
交
換
や
各
医
療
機
関
の

運
営
状
況
等
の
分
析
の
実
施
に
加
え
、
市

民
等
の
意
見
も
伺
い
な
が
ら
本
市
と
し
て

の
具
体
的
な
対
応
を
速
や
か
に
検
討
す
る
。

り
、
今
後
と
も
、
時
宜
を
捉
え
な
が
ら

必
要
な
説
明
を
丁
寧
に
行
っ
て
い
く
。

○
「
子
ど
も
の
権
利
条
例
」
の
制
定

○
「
新
健
康
都
市
宣
言
」
の
考
え

○
市
債
残
高
と
今
後
の
財
政
見
通
し

○
社
会
福
祉
法
改
正
の
課
題
と
対
応

○
ワ
ク
チ
ン
接
種
手
帳
交
付
の
検
討

○
家
庭
内
感
染
の
拡
大
防
止
策

○
学
校
に
お
け
る
感
染
症
対
策

○
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
と
個
人
情
報
保
護

オンライン授業の様子

　
　
　

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
よ

る
医
療
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
に
、
臨
時
医

療
施
設
等
に
よ
る
医
療
提
供
体
制
の
強

化
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
伺
う
。

　
　
　
本
市
で
は
、
陽
性
患
者
の
症
状
に

応
じ
、
入
院
ま
た
は
宿
泊
療
養
施
設
で
の

療
養
を
原
則
と
し
て
お
り
、
宿
泊
療
養
施

設
に
お
い
て
は
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
24
時

間
常
駐
し
、
酸
素
濃
縮
器
の
配
備
な
ど
、

一
定
の
医
療
提
供
体
制
を
整
え
て
い
る
。

こ
の
う
ち
１
施
設
で
は
、
医
師
が
常
駐

し
、
抗注

１

体
カ
ク
テ
ル
療
法
を
行
う
な
ど
、

医
療
的
機
能
を
強
化
し
て
お
り
、
今
の

段
階
で
は
臨
時
医
療
施
設
と
一
緒
だ
と

考
え
て
い
る
。
引
き
続
き
、
県
や
医
療

機
関
と
連
携
し
、
感
染
状
況
に
応
じ
て

宿
泊
療
養
施
設
の
医
療
的
機
能
の
拡
充

な
ど
、
必
要
な
体
制
を
確
保
す
る
。

　
　
　

ガ
ス
事
業
民
営
化
に
係
る
優
先

交
渉
権
者
な
し
と
の
判
断
は
妥
当
。
民

営
化
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
具
体
性
を

示
せ
な
か
っ
た
こ
と
が
問
題
で
は
な
い
か
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
も
、
ガ
ス
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
「
く
ら
し
の
炎
」
を

活
用
し
周
知
に
努
め
て
き
た
が
、
民
営

化
の
推
進
に
当
た
り
、
利
用
者
の
理
解

を
得
な
が
ら
進
め
る
こ
と
は
重
要
で
あ

仙台の夏を彩る仙台七夕まつり・鮮やか
な七夕飾り（令和元年８月撮影）

市内２病院の現地存続のための支援や
移転となった場合の候補地の用意を

に
客
観
的
検
証
を
進
め
、
民
営
化
の
目

的
実
現
に
は
何
が
ベ
ス
ト
か
と
い
う
観

点
で
、
民
営
化
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

○
本
市
の
医
療
体
制
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
４
病
院
の
２
拠
点
再
編
に
つ
い

　

て
、
県
に
し
っ
か
り
意
見
を
述
べ
よ

○
時
短
要
請
に
協
力
し
な
い
事
業
者
に

焦
点
を
当
て
、
よ
り
強
い
取
り
組
み
を

○
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
見
通
し

○
教
育
現
場
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
対
応

ガス事業民営化に向け
しっかりとした検証を

　
　
　

市
民
や
地
域
経
済
が
先
の
見
え

な
い
コ
ロ
ナ
禍
で
の
暮
ら
し
に
疲
弊
し
、

不
安
を
募
ら
せ
て
い
る
今
こ
そ
、
未
来
に

希
望
を
抱
く
こ
と
が
で
き
る
施
策
が
強
く

望
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
市
長
が
２

期
目
に
重
視
す
る
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

女
性
や
若
い
世
代
の
社
会
的
孤

立
の
防
止
や
子
育
て
支
援
に
加
え
、
ス

ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
や
都
心
再
構
築
等
、

選
ば
れ
る
ま
ち
・
仙
台
の
実
現
に
向
け

取
り
組
む
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
社
会
変
容

に
も
市
民
と
連
携
し
な
が
ら
的
確
に
対

応
し
、
活
力
と
に
ぎ
わ
い
に
満
ち
、
笑
顔

が
咲
き
誇
る
ま
ち
の
実
現
に
尽
力
す
る
。

　
　
　
適
切
な
優
先
交
渉
権
者
な
し
と
い

う
結
果
か
ら
、
ガ
ス
事
業
民
営
化
に
当
た

り
、
市
が
「
公
」
と
し
て
求
め
た
も
の
と
、

応
募
者
が
「
民
」
と
し
て
考
え
た
こ
と

に
大
き
な
ず
れ
が
あ
っ
た
と
読
み
取
れ
る
。

答
申
内
容
も
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
の
進

め
方
の
検
証
が
必
要
だ
が
、
市
長
の
結

果
の
受
け
止
め
と
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

　
　
　

ガ
ス
事
業
の
民
営
化
は
、
事
業

の
永
続
的
な
発
展
は
も
と
よ
り
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
地
域
経
済
活
性
化

に
資
す
る
と
の
思
い
で
進
め
て
き
た
こ

と
か
ら
、
大
変
残
念
。
年
度
内
を
目
途

・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
を
把

　

握
す
る
た
め
、
市
立
学
校
の
児

　

童
生
徒
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ

　

ー
ト
調
査
に
要
す
る
経
費
４
９

　

０
万
円
を
追
加
す
る
も
の

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

の
拡
大
に
対
応
す
る
た
め
、
宿

　

泊
療
養
施
設
運
営
に
要
す
る
経

　

費
１
億
７
４
４
１
万
６
千
円
を

　

追
加
す
る
も
の

山や
ま
だ田

理り

え恵

柴し
ば
た田

市い
ち
ろ
う郎

山や
ま
う
ち内

修お
さ
む　

　
　

武た
け
だ田

壽ひ
さ
こ子

伊い
と
う藤

弘ひ
ろ
ゆ
き行　

　

齋さ
い
と
う藤

弘ひ
ろ
み美

鎌か
ま
た田

城し
ろ
ゆ
き行

　

９
月
17
日
、
本
会
議
に
お
い
て
、

第
１
１
７
号
議
案
令
和
３
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
）
が
追
加

提
案
さ
れ
、
こ
の
議
案
に
対
し
て
、

日
本
共
産
党
仙
台
市
議
団
の
庄
司

あ
か
り
議
員
が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
６
日
、
本
会
議
に

お
い
て
、
第
１
１
８
号
議
案
令
和

３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

14
号
）
が
追
加
提
案
さ
れ
、
せ
ん

だ
い
自
民
党
の
佐
々
木
心
議
員
、

日
本
共
産
党
仙
台
市
議
団
の
す
げ
の

直
子
議
員
が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

○
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
）

・
感
染
症
拡
大
防
止
協
力
金
事
業

　

費
58
億
１
６
１
０
万
円
、
時
短

　

要
請
等
関
連
事
業
者
支
援
金
事

　

業
費
６
億
４
０
４
５
万
円
を
追

　

加
す
る
も
の

○
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
14
号
）

・
時
短
要
請
等
関
連
事
業
者
支
援

　

金
事
業
費
２
億
６
２
０
０
万
円

　

を
追
加
す
る
も
の


